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St. Gallen 2009
化学内分泌療法
の相対的適応

決定する上で
有用でない因
子

内分泌療法単独の
相対的適応

ホルモンレセプター ER,PgR陽性≦50% ER,PgR陽性>50%

組織学的Grage 3 2 1

増殖指標 高 中 低

腋窩リンパ節転移 4個以上 １−３個 ０個

腫瘍周囲の脈管浸潤 広範 なし

病理学的腫瘍径 ＞５ｃｍ ２．１ー５ｃ
ｍ

≦２ｃｍ

患者の希望 使用可能な治療は
全て行ってほしい

副作用で苦しむの
は避けたい

遺伝子発現解析 高スコア 中スコア 低スコア
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Paik S, et al. J Clin Oncol. 2006;24:3726‐3734.

腫瘍径 と Recurrence Score (OncotypeDX)

NSABP B-20

腫瘍径2㎝以上のものではrecurrence scoreの高いものが
30%も含まれる →化学療法は追加すべき
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どのようなレジメが有効か？

→より強力な化学療法が勧められる

Lancet 2012; 379: 432–44

Comparisons between diff erent polychemotherapy
regimens for early breast cancer: meta-analyses of long-term
outcome among 100 000 women in 123 randomised trials

123のrandomised trialsをメタアナリシスした結果！！」

ER status, Age, Differentiated score等にかかわらず、
化学療法が勧められる

Lancet 2012; 379: 432–44
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参考文献 1) Early Breast Cancer Trialists’ Collaborative Group（EBCTCG）. Effects of chemotherapy and hormonal therapy for early 
breast cancer on recurrence and 15-year survival：an overview of the randomized trials. Lancet 2005；365（9472）：1687-717.（レベ
ル1a）

再発率生存率

Adjuvant! OnlineでもHormonal therapyのみにFEC+Taxaneレジメを追加することで
再発、生存ともに有意に良好となる
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ER陽性、HER2陰性乳癌において、FACよりも
TACの方が優位さをもってDFSが良好であった

N Engl J Med 2010;363:2200-10.

Miguel Martin et.al

ER陽性、HER2陰性でも
Anthra + Taxane レジメを
勧める

Bチームはこの患者さんに
FEC+DOC+AIを勧めます

• NCCNガイドライン, St Gallenのrecommendationで
もN(+)には化学療法が勧められる

• 腫瘍径2㎝以上では、recurrence scoreの高い症例
も多く含まれ、化学療法が勧められる

• 2012年EBCTCGのメタアナリシスにおいて、ER
statusにかかわらず、化学療法を追加することが
勧められる

→Bチームは化学療法を追加します
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Bチームはこの患者さんに
FEC+DOC+AIを勧めます

• 乳癌診療ガイドラインにおいて、化学療法を
adjuvantで行う場合、アンスラサイクリンを含むレ
ジメが勧められる

• Adjuvant! OnlineではFEC+Taxaneを追加することで、
10%の再発予防効果の上乗せが期待できる

• ER陽性、HER2陰性乳癌において、アンスラサイク
リンとタキサンの両方を投与することが支持され
る

→BチームはFEC+DOCのレジメを勧めます


